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信州ふっころプラン

2020年7月、地域福祉に係る県的団体等100団体が参画して、
信州ふっころプラン推進会議が長野市内で発足しました。
会議では信州ふっころプランを決定し、プランの目指す8つ
の重点目標の実現に向けて、協働で進めていくこを確認しま
した。

プ
ラ
ン
に
込
め
た

私
た
ち
の
想
い
と
決
意

信
州
ふ
っ
こ
ろ
プ
ラ
ン(

長
野
県
地
域
福

祉
活
動
計
画)

は
、
社
会
福
祉
法
に
基
づ
い

て
長
野
県
が
策
定
し
た
長
野
県
地
域
福
祉
支

援
計
画
を
ふ
ま
え
、
民
間
福
祉
関
係
者
が
県

域
で
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
協

働
で
取
り
組
む
事
項
を
掲
げ
た
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
す
。

推
進
会
議
の
出

席
者
の
発
言
か
ら
、

プ
ラ
ン
に
込
め
た

想
い
と
決
意
を
お

伝
え
し
ま
す
。

「
協
働
」
は
と
て
も
大
切
で
す
が
、
な

か
な
か
具
体
化
で
き
ず
に
歯
が
ゆ
く
感
じ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
の
東
日
本
台
風
災
害
で

は
、
り
ん
ご
の
木
や
農
地
の
災
害
漂
着
物
の

片
付
け
を
、
障
が
い
の
あ
る
仲
間
た
ち
が
長

野
市
か
ら
の
受
託
業
務
と
し
て
従
事
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
な
団
体
の
協
働
で

実
現
し
た
取
組
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
い

う
言
葉
を
い
た
だ
け
て
、
僕
た
ち
、
私
た

ち
っ
て
地
域
の
力
に
な
れ
る
ん
だ
と
、
大
き

な
経
験
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
協
働
の
力
で
、
ご
ち
ゃ
ま
ぜ

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
組
が
具
体
化

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
す
。
こ
の
プ

ラ
ン
を
活
用
し
て
、
み
な
さ
ん
で
ご
ち
ゃ
ま

ぜ
の
力
を
発
揮
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
ど
き
の
若
者
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

や
イ
ン
ス
タ
等
を
見
て
、
日
々
、
い
ろ
ん

な
世
代
か
ら
の
意
見
に
触
れ
、
影
響
を
受

け
て
い
ま
す
。
な
に
か
活
動
を
す
る
と
き

は
ネ
ッ
ト
で
す
ぐ
に
検
索
し
て
、
あ
ふ
れ

て
い
る
情
報
か
ら
巧
み
に
自
分
の
欲
し
い

情
報
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
若
者
の
特
性
を
捉
え
て
、
若
者

自
身
が
福
祉
や
介
護
の
課
題
に
触
れ
、
魅

力
に
気
づ
く
機
会
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

若
者
な
ら
で
は
の
発
想
や
ア
イ
デ
ィ
ア

が
生
ま
れ
て
い
け
ば
、
普
段
か
ら
使
い
慣

れ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
容
易
に
長
野
県
中
や

全
国
に
情
報
を
拡
散
で
き
る
の
で
は
な
い

実
践
目
標
①

「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」の
力
を

ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
に

小
池
邦
子 

氏

（
長
野
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー
協
議
会
理
事
長
）

実
践
目
標
②

福
祉・介
護
の
魅
力
発
信
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に

田
丸
美
咲 

氏

（
長
野
県
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
連
絡
会
代
表
校
）

私たちは、地域共生・信州の実現に向け、
発信と実践を深化させ、
あんしん未来を創造します。

長 野 県 地 域 福 祉 活 動 計 画
2020年7月
スタート！

信州ふっころプラン推進会議が初めて開催されました
（7月21日、県社会福祉総合センター）
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か
と
思
い
ま
す
。

若
者
た
ち
が
地
域
に
飛
び
出
す
き
っ
か
け

を
作
っ
て
、
若
者
が
や
り
た
い
と
思
え
る
活

動
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
社
協
は
、
民
生
委
員
と
の
連
携

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
養
成
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
通
し

高
齢
で
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、あ
る
い
は

障
が
い
が
あ
っ
て
も
、多
く
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ

れ
い
ろ
い
ろ
な
力
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。そ
の

方
た
ち
が
地
域
の
中
で
、自
分
た
ち
の
力
を
発

揮
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
が
支
え
合
っ
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
が
目
標
で
す
。

介
護
支
援
専
門
員
は
各
家
庭
を
回
り
な
が

ら
、
高
齢
者
の
自
宅
で
高
齢
者
だ
け
で
は
な

く
、
家
族
も
含
め
た
様
々
な
課
題
を
日
々
身

近
に
感
じ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
８
０
５
０
問

題
や
閉
じ
こ
も
り
の
問
題
、
支
援
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
課
題
等
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
と
協

働
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
参
加
し
て
い
る
多
く

の
団
体
の
み
な
さ
ん
と
問
題
解
決
に
向
け
て

共
に
考
え
て
い
け
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
を
活
用
し
て
各
団
体
と
の
連

携
を
強
め
な
が
ら
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
若

者
、
健
常
者
も
含
め
て
、
み
ん
な
が
参
加
で
き

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

て
、
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

現
在
、
介
護
保
険
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
福
祉
に
関

わ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
社
協
や
社
会

福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
校
等
に
配
置
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
十

分
に
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

関
係
機
関
同
士
の
連
携
が
重
要
で
す
。
こ

の
ふ
っ
こ
ろ
プ
ラ
ン
を
大
い
に
活
用
し
な

が
ら
、
多
様
な
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
の
世
の
中
は
、
様
々
な
こ
と
が
分
業

化
、
専
門
化
し
過
ぎ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

昔
は
人
は
み
な
家
で
生
ま
れ
家
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
お
産
婆
さ
ん
が
い
て
、
家
族
み
ん

な
で
出
産
を
支
え
、
そ
し
て
、
家
で
亡
く
な

る
人
を
地
域
ぐ
る
み
で
送
っ
た
も
の
で
す
。

人
を
一
人
育
て
る
の
に
村
一
つ
必
要
だ
と
昔

か
ら
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。

今
、こ
う
し
て
１
０
０
の
専
門
性
を
持
っ
た

団
体
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
の
少

子
高
齢
、人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
は
、社
会

の
担
い
手
が
減
少
す
る
中
で
、様
々
な
課
題

を
抱
え
る
人
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
寄
り
添

う
、総
合
的
な
専
門
性
を
発
揮
で
き
る
支
え

手
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
を
活
用
し
て
各
専
門
分
野
の
連

携
を
深
め
、
総
合
的
な
専
門
性
を
持
っ
た
人
材

養
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
が

３
５
０
０
万
人
、
75
歳
以
上
が
２
２
０
０
万

人
と
い
う
超
高
齢
社
会
が
到
来
し
ま
す
。

長
野
県
は
、
こ
の
５
年
間
に
８
千
人
の
介

護
職
の
養
成
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
国
に

お
い
て
も
1
年
間
で
６
万
人
、
５
年
間
で

実
践
目
標
③

身
近
な
地
域
で
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

渡
辺
聰 

氏

（
松
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
）

実
践
目
標
⑥

「
育
て
る・支
え
る
」仕
組
み

の
充
実

萱
垣
光
英 

氏

（
長
野
県
高
齢
者
福
祉
事
業
協
会
会
長
）

実
践
目
標
④

断
ら
な
い
相
談
支
援
に

向
け
た
包
括
的
支
援
体
制

づ
く
り

小
林
広
美 

氏（
長
野
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
会
長
）

実
践
目
標
⑤

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た

総
合
的
な
権
利
擁
護
体
制

づ
く
り

海
野
暁
光 

氏（
長
野
県
保
育
連
盟
会
長
）

信州ふっころプラン
長野県地域福祉活動計画

「ともに生きる」を発信する
実現目標
❶「ごちゃまぜ」の力をまちづくりの原動力に
❷福祉・介護の魅力発信とイノベーションの促進

実現目標
❸身近な地域で共生社会の実現を目指して
❹断らない相談支援に向けた包括的支援体制づくり
❺ライフステージに沿った総合的な権利擁護体制づくり
❻福祉を支える人を「育てる・支える」仕組みの充実

実現目標
❼みんなで取り組む、災害に備えたあんしんの仕組みづくり
❽あんしん未来創造センターの設立を目指して

使命
１

「ともに創る」を実践する使命
２

「あんしん未来」を創造する使命
３

「ともに生きる ともに創る 地域共生・信州」
の実現に向け、発信と実践を深化させ
あんしん未来を創造します。

共
通
目
標
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りんご通信
令和元年東日本台風災害 復興の取り組み

お元気でんわ（千曲市社会福祉協議会）
『お元気でんわ』事業は、75歳以上の一人暮らし高齢者やお話を

希望する方を対象に、ボランティアによる電話でのご連絡をするもの
です。6月から8月の毎週火曜と金曜の午前中に実施しています。

千曲市社協ではこれまでも、民生委員やボランティアさんが一人
暮らし高齢者宅を訪問して、品物や食事券を渡しながらお話を聞
き、相談を受け止め、不安の解消と人と関わる喜びを感じてもらう
「ふれあい訪問事業」を実施していました。

しかし、新型コロナウイルスの影響により今年度の事業実施を中
止せざるを得なくなりましたが、なんとかこの事業の代わりをと考え
電話をツールに再出発しました。

『お元気でんわ』の対象者の中には令和元年東日本台風で被災さ
れた方もいます。そうした方には電話だけでなく自宅も訪問したいと
思っています。そのためにもボランティアのマンパワーが必要になり
ます。そこで、災害復興支援活動を希望する長野大学の学生にも加
わっていただき一緒に取り組みを始めました。家の再建が徐々に進
んできていますが、この『お元気でんわ』を通して心のケアを丁寧に
行い、復興の支えができればと思っています。

一人一人丁寧にお話を伺います

学生ボランティアと連携

３
０
万
人
の
介
護
職
を
育
て
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
外
国
籍
の
介
護
士
等
々
の
増
員
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
現
実
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
福
祉
・

介
護
の
仕
事
に
触
れ
、
そ
の
魅
力
を
伝
え

て
い
く
地
道
な
努
力
が
必
要
で
す
。
社
会

福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
法
人
が
連
携
を

深
め
て
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
チ
ー
ム
で
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
育
て
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
東
日
本
台
風
災
害
で
は
、
災
害

時
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
初
め
て
実
働
し

ま
し
た
。
２
年
ほ
ど
前
か
ら
県
社
協
、
生

協
連
等
幅
広
い
関
係
者
の
方
々
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た
も
の

で
、
各
市
町
村
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
と
４
０
０
を
超
え
る
様
々
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
そ
し
て
県

な
ど
行
政
と
の
連
携
に
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

災
害
が
多
発
す
る
中
で
、
こ
の
プ
ラ
ン
に

実
践
目
標
⑦

み
ん
な
で
取
り
組
む
、

災
害
に
備
え
た
あ
ん
し
ん
の

仕
組
み
づ
く
り

山
室
秀
俊 

氏（
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

お
い
て
も
災
害
へ
の
備
え
が
重
点
目
標
と

な
っ
て
い
ま
す
。
１
０
０
を
超
え
る
団
体
の

力
を
い
か
に
活
か
し
て
い
け
る
か
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
お
互
い
に
力
を
合
わ
せ

て
継
続
的
な
取
組
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
会
は
身
体
・
知
的
に
障
が
い
が

あ
る
子
ど
も
を
も
つ
親
の
会
で
す
。
今
、
親

な
き
後
、
子
ど
も
を
支
え
て
く
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
ん
し
ん
未
来
創
造
セ
ン
タ
ー
の
構
想

は
、
こ
う
し
た
親
御
さ
ん
た
ち
の
不
安
が

少
し
で
も
軽
減
で
き
る
の
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

生
活
様
式
の
変
化
の
中
で
、
家
族
の
形
も

多
様
化
し
て
お
り
、
入
居
や
身
元
の
保
証
の

ニ
ー
ズ
も
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
成
年

後
見
に
お
い
て
も
、
入
居
問
題
や
身
元
保

証
、
医
療
同
意
の
問
題
等
、
制
度
の
狭
間
に

な
っ
て
い
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
課
題
の
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
む
セ
ン

タ
ー
が
し
っ
か
り
確
立
で
き
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
は
先
が
明
る
く
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

実
践
目
標
⑧

あ
ん
し
ん
未
来
創
造

セ
ン
タ
ー
の
設
立
を

目
指
し
て

浅
井
茂 

氏

（
長
野
県
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
連
合
会
会
長
）
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県社協情報局

昨年、民生委員児童委員を対象に県が実施した「ひきこもり等に関する調査」では、県内においてひきこもり
に該当する方が2,290人を数えました。このうち男性が約7割を占め、年代では40歳以上が6割を超え、中高年
層が占める割合が多く、また、ひきこもりの期間は10年以上が約4割で、長期的なひきこもり状態にある方が一
定程度いることがわかりました。

こうした調査結果を踏まえ、今年度から、いわゆるひきこもり等の状態にある方など地域社会で生きづらさを
抱える方の自立を促進するため、その本人やご家族に寄り添いながら適切な相談支援機関に結び付け、包括的
な支援を提供できるよう、県下４か所の生活就労支援センター「まいさぽ」に「伴走コーディネーター」を配置し
ました。

 伴走コーディネーターは、ひきこもりに関する地域の
理解促進に努め、関係機関と連携を図り、その本人や
家族に寄り添いながら、適切なアプローチを行うととも
に、まだ支援につながらず、社会から孤立していること
で悩みを抱えている方々を把握し、伴走しながらつなが
ることをその役割としています。

ひきこもりの状態など社会から孤立することなく、役割
を担いながら、誰もがその人らしく地域で生活できるよう、伴走コーディネーターが寄り添い支援を行います。

【伴走コーディネーターから地域住民の皆さまへ】
○ひきこもりは誰にでも起こり得ることです。様々な事情でひきこもりになった方に、地域や行政等の適切な支え、

その方に合わせた支援が大切になります。
○ご本人だけではなく、ご家族も孤立を感じています。自分たちだけで問題を抱え込んでしまい、深刻化・長期化

することがあります。
○皆様には、自分事として考え、困ったときはお互い様という温かい気持ちで見守っていただき、地域で支え合う

環境づくりにご協力ください。

～伴走コーディネーターの取組み～

ひきこもり支援に取り組みます！

まいさぽ信州長野
黒岩 伴走コーディネーター
担当地区
埴科郡、上高井郡、上水内郡、
下高井郡、下水内郡

まいさぽ佐久
髙橋 伴走コーディネーター
担当地区
佐久市、南佐久郡、北佐久郡、
小県郡

まいさぽ東筑
正澤 伴走コーディネーター

担当地区
木曽郡、東筑摩郡、北安曇郡

まいさぽ上伊那
藤澤 伴走コーディネーター

担当地区
諏訪郡、上伊那郡、下伊那郡

伴走コーディネーターの役割
ひきこもりの理解促進に努めます！

本人や家族に寄り添います！
適切な機関へのつなぎ役になります！

長野市

長野県
松本市 佐久市

伊那市

飯田市

木曽町
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コロナ禍の失業や休業等により日々の食事に苦労される方が増えています。
そんな中、東御市社会福祉協議会（以下、東御市社協）では緊急一時食料支

援事業“フードサポート　とうみの縁（えん）”を実施しています。今回は東御市社協地域福祉係の高
見沢さん、相談支援係の佐藤さん、中澤さんにお話を伺いましたので、食糧支援を通じた地域支援、
相談支援を展開している様子を紹介します。

フードサポート とうみの縁（えん）とは
フードサポートとうみの縁（えん）は東御市総合福祉センター（東御市福祉課と健康保健課、東御市

社協の事務所）の一角で実施されています。期間は令和2年5月25日から8月末（予定）まで。賞味期限
1ヵ月以上あることや未開封品であること等を条件に、米や缶詰、レトルト食品等を募集しています。
集まった食料は、ひとつひとつ賞味期限を確認しナンバリングを行います。平日であれば自由に来所
し、自分自身で、食材を選んで持ち帰ることが可能です。
社会資源の循環を目指したい…とうみの「縁」に込めたもの

もともと、東御市社協は独自の食料給付事業やフードバンク信州との連携による食料支援を行って
いました。しかし、コロナ禍の影響で支援件数が急増したため、県内で支援食料が不足する状況にな
りました。「既存の制度では対応できない事例も多くみられ、ニーズ（食料支援の）がはっきりしている
ので、きちんと地域支援として受け止める必要があると思いました。東御市外からの応援だけではな
く、市内で食料を集めて困っている方に届ける仕組みを作りたかった」と市社協の佐藤さんはきっか
けを話します。そして、その思いをかたちにした市社協の高見沢さん。「登録ボランティアや民生委員、
福祉関係者等へ呼びかけ、たくさんの食料を集めることができました。地域が地域で困っている人を
支える仕組みができました」と社会資源が循環している手ごたえを話してくれました。

食料支援はあくまで入口
「ここに来られる方は何らかの背景や事情があり、食料をお渡しすると同時に生活状況や困りごと

を聞いています。家計の状況はどうなのか。何か原因があって食料が買えないのではないか。単純に
食料を渡すだけではなく、その人の本質的な自立へとつなげられたら」と市社協の中澤さんは言いま
す。食料支援はあくまでもきっかけ。その裏にある暮らしの困り事は、会話を通じて、理解しながら寄り
添うことが必要です。

社協の総合力が問われたコロナ禍
「社協内部でも新しく連携するきっかけになりました。食料を集めるのは地域とつながりがある地域福

祉係。食料支援は相談へとつなげるため相談支援係。金銭が関わることは総務
係と。また、コロナ禍で今“やらなければいけない”ことってなんだろうと考えて、柔
軟に動くことが必要です。それができるのが社協の強みだと思います」と市社協
の佐藤さん。東御市社協は、民間ならではのスピード感、そして、各部署の強みを
活かした連携と総合力でコロナ禍に負けない地域づくりを行っています。

食料支援でつながる縁
「フードサポート とうみの縁

え ん

」

取材時にたまたま飲料水の寄付がありました！

とうみの縁（えん）を支えるお二人。写真左：中澤さん、
右：高見沢さん。問い合わせがあれば、この事業で
使っている様式をいただけるとのこと。

ナンバリングのシールは、原材料名等の表示が見
えなくならないように貼ってありました。きめ細や
かな管理体制にグッジョブ！

東御市社会福祉協議会　相談支援係　　TEL.0268-62-4455
地域福祉係　　FAX.0268-64-5695お問い合わせ先
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●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へ
　お寄せください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail kikaku@nsyakyo.or.jp

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
実施団体

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

『おかあさんへ』　

作者：米山 千春（よねやま ちはる） 38歳　
松川町在住

入所施設に暮らす米山さんは、おしゃべりが大好き。離れて暮らすお母さんのことや外出で大好き
なお寿司を食べることなど。この作品は『おかあさんは～？』と言いながら色鉛筆を走らせていたそう
だ。忙しく色鉛筆を走らせながらきっと米山さんには、お母さんとの思い出などいろんな風景が浮かん
でいたのだろう。『単なるなぐり描きだ』と決めつけてはいけない。具象的にその様子を表現し、言葉
でそれを説明することが難しい作者だが、作者の心の中に豊かに浮かび来る風景や、その感情が一
本一本の線に込められている。だから美しい。。

（ながのアートミーティング　取材）

福祉の現場で活躍する
ヒーローたちをご紹介します。

緊急事態宣言が解除された6月14日、小川村でコンサートと作品展が
開催されました。

特製の椅子を使って、
卵焼きなどは自分で作
ります。

「風子の絵足紙の世界」
展示風景（左）と制作風景（下）

　
　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、小
川
村
で
の
作
品

展
に
向
け
て
準
備
す
る
な
か
で
、久
し
ぶ
り
に
大
き

な
作
品
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
、心
が
走
り
出
し
た

感
じ
で
す
。

　
　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、久
し
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
緊
張
し
ま
し

た
が
、ご
来
場
の
皆
さ
ん
が
本
当
に
喜
ん
で
下
さ
っ
て

良
か
っ
た
で
す
。

Ｑ　

普
段
は
お
料
理
も
す
る
ん
で
す
か
？

Ａ　

は
い
、し
ま
す
よ
。料
理
上
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

好
き
で
す
ね
。ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
は
、上
手
に
作
っ
て

も
ら
い
ま
す
が
、自
分
で
作
っ
た
料
理
を
自
分
で
食

せ
る
こ
と
は
ま
た
別
の
幸
せ
で
す
。時
々
と
て
つ
も

な
く
不
味
い
も
の
も
出
来
ま
す
が
…
。

　
　
一
人
暮
ら
し
は
長
年
の
夢
で
し
た
が
、家
族
の
心

配
を
押
し
切
っ
て
ま
で
実
家
を
飛
び
出
す
勇
気
も

自
信
も
無
か
っ
た
。で
も
、５
年
前
、ギ
リ
ギ
リ
体

力
あ
る
今
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
、踏
み
切
り

ま
し
た
。

　
　

や
っ
ぱ
り
、「
自
分
の
お
城
」が
あ
る
っ
て
の
は
い
い

で
す
ね
。

ス
テ
ー
ジ
や
書
な
ど
の
創
作
活
動
に
取
り
組
み
、福
祉

教
育
の
講
師
と
し
て
も
活
躍
す
る
、冨
永
房
枝
さ
ん

（
長
野
市
在
住
）に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ　

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
、延
期
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

Ａ　

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
応
募
は
し
ま
し
た
が
、
ま

さ
か
選
ば
れ
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
…
。
選

ば
れ
た
時
は
本
当
に
驚
い
て
、
で
も
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ　

延
期
に
な
っ
た
と
き
は
…
…

Ａ　

延
期
を
知
っ
た
瞬
間
は
シ
ョ
ッ
ク
過
ぎ
て

「
え
ー
っ
！
う
っ
そ
ー
！
」
と
自
然
に
声
が
出

て
ま
し
た
。

　
　

で
も
延
期
な
の
で
、来
年
ま
で
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
候

補
者
で
い
ら
れ
る
喜
び
！
に
気
持
ち
を
切
り
替
え
ま

し
た
。

Ｑ　

し
ば
ら
く「
筆
が
走
ら
な
か
っ
た
」と
お
聞
き
し
ま

し
た
が
…

Ａ　

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
絵
手
紙
や
書
を
や
っ
て
い
ま
し

た
が
、数
年
前
に
体
調
を
崩
し
た
り
、精
神
的
に
落

ち
込
ん
だ
り
、一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
生
活
に
追
わ
れ

た
り
し
て
、心
に
余
裕
が
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

ウェブサイト“ひとりひとりが社会福祉HERO‘S”から引用しています。
http://www.shafuku-heros.com/
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